
議員提出議案第２７号 

 

教育基本法・学習指導要領の目標を達成するため、 
最も適した教科書の採択を求める決議 

 

 平成１８年の教育基本法改正では、これまでの教育の方針という条項から、新たに５項目にわ

たる教育の目標が設けられたことや、国・地方などの行政の役割を明らかにされるなど、新しい

時代に対応した日本の教育の基本が示された。これらの教育法規改正に基づき学習指導要領の改

訂が行われ、それに沿った新しい教科書の選定が行われている。 

 本年３月には、中学校教科書における検定結果が文部科学省より発表され、夏の教科書採択に

向け、各教育委員会は準備に入ったところである。 

 文部科学省の教科用図書検定調査審議会は、教育委員会が装丁や見栄えではなく、内容を考慮

した綿密な調査研究を公正かつ適正に行い、各採択権者の権限と責任のもと、地域実情に最も適

した教科書を採択していくことや、教育基本法の改正内容や学習指導要領の改訂を十分理解し、

適切な教科書採択を行うよう求めている。 

 そこで、教育委員会におかれては次の点を踏まえ、公正かつ適切な教科書採択が行われるよう

強く求める。 

 

記 

 

１．審議会の答申を踏まえ、教育委員会の委員その他学校関係者に教育基本法及び学校教育法の

改正並びに学習指導要領改訂の趣旨について周知徹底を図り、教育課程が改善されたことに対

する理解を深めること。 

２．各教科書が教育基本法、学校教育法や学習指導要領に照らし、教育の目標を達成し得るもの

となっているのか評価の指標を設け、各々の教科書の特徴や個性、表記に関する比較検討がで

きるよう調査研究を行うこと。 

３．教育委員会の責任のもと、教育基本法、学習指導要領の目的・目標等の達成をめざし、最も

適した教科書を採択すること。 

 

以上、決議する。 
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